
原発講演会資料 (2011.6.29), 縮 小社会研究会

原発講演会 『地震 と放射能汚染』・日口福島原発事故 を中心 と して 日●■

2011,6.29 京大吉田・物理工学校舎 313室   荻 野晃也 (電磁波環境研究所)

【私と原発問題】

京大物理・原子核物理から工学部原子核工学教室へ(日本で最初の原発推進の為の研究教育機関)。

大学紛争と公害問題 :科学技術に懸念。「地震国日本には原発立地の適地はない」と確信。伊方

原発の危険性=伊 方原発訴訟(1973)で住民側の特別補佐人 「地震 ・耐員設計」で証言 (1976)「原

子炉の耐震設計と立地条件」に 「地震と津波」を書く (資料)。TMI事 故 (1979)と電磁波問題。

【日本の原発立地の問題点】

海岸立地 :1300年 もの記録があるので 「過去の地震が同じ規模で同じ場所で起きる」と考えた。

過疎地に記録のないことを無視。地震 ・空白地域が安全な適地 :活断層原因説ではなかった為。

活断層評価を過小に(海中の活断層を無視)。1974年 1978年 の地震予知連絡会の「特定観測地域」

の指定と重なった(資料)。地震の 15%は 日本周辺。欧米:内陸地震多し。津波は英語でもTsunami。

地震 ・津波 ・放射能の二重苦=「地震の時は原発へ逃げて来い」と宣伝=ビ ー トたけし。など。

女川 ・柏崎と地震が近づく恐怖感 :楠崎原発で京都新聞 (2007)に (資料)。利権構造がらみ。

【福島原発事故と地震】

今回のマグニチュー ド変化M=7.9～ 9.0=Mw:巨 大地震に設定/Mwを Mに :原子力安全保安院。

三陸沖地震 (1933)津波は最大で30m。貞観地震 (869年)の無視:菅原道真。チリ津波 (Mw=9,5)

BWR(沸 騰水型原発)で は 「炉心溶融 ・確率の最大のものが停電」。地震は共通モー ド故障の

原因(以前から指摘ずみ)。地震による炉心溶融の確率は米国の約 10001倍。原発の多数立地の間

題 :危険率の増加=共 通機器の故障王建設費を安くし、儲け重視。津波に対する軽視 :福島原発

では津波高を5.7mで設計 (実際は 14m)。宮城県沖地震 30年確率 90%!1福島県沖地震は0%!?

【原発の立地審査指針 口安全審査】

重大事故と仮想事故と想定不適当事故=安 全性を犠牲=想 定するのは誰か?建設を優先して儲け。

仮想事故とは?(例)大熊 ・元朝日新聞記者の仮想事故=仮 想 ・原因を考慮せず=大 活断層を無視
=海 岸立地を利用。ベックの法則 (1965年に発表)を無視。米国との大きな相違 (米国では 1970

年代より周辺の徹底的調査の義務付け)。最高裁でも敗訴 :伊方原発は 165ガルでOK:2009年

に570ガルに変更申請 :愛媛新聞(2009)資料。原子力村を背後で支えているのが国 ・最高裁。

活断層説の広がりは兵庫南部地震から:「原発と地震」の関係が活断層を無視させる結果になった。

仮想事故を大幅に越えたのだから、今までの安全審査は無効であり即時に運転停止すべきである。

燃料貯蔵プールや再処理 ・廃棄物などの問題 :最高裁判決では 「考慮する必要なし」だった。

【放射性物質 コ放射能 コ放射線】

不安定な原子核が放射線を放出して安定になろうとする:そのような能力のことを放射能という。

ウランが中性子を吸って核分裂をすると、2つ の不安定な原子核を生ずる。不安定な核ほど早く

放射線を放出して安定になろうとする:それが物理的半減期で 1/2,1/4,1/8,…:核種は秘密か !

物理的半減期 :ヨウ素 131:8日、セシウム 134:2年、セシウム 137:30年、ス トロンチウム9o:28

年、銀 110m:250日、テレル 129m:33.5日、テレル 132:3.2日→ヨウ素 182、プル トニウム239:2.4

万年、ヨウ素 129:1700万年など。生物的半減期 :セシウム～loO日、ス トロンチウムやプル ト

ニウム :長い。環境的半減期 :チェルノブイリ事故ではセシウム 137で約 250年の報告あり。

放射線 :ベータ(電子)線、ガンマ (電磁波)線 、アルファ (ヘリウム)線 、中性子線がある。

放射線の強度がベクレル:1秒間に放出する放射線の数。人体影響は放尉線の種類でも異なる。



許容量 :ガマン量であり、リスク・ベネフィットのバランス。ICRP:上限制限値 (これ以下にせよ)

【放射能放出の問題点】

被曝線量率 :シーベル トなどの単位変化 :μシーベル ト、μシーベル ト/時 、人 ・シーベル ト:

過小評価、個人線量と集回線量、外部被曝と内部被曝、大気圏内核実験の禁上の理由。微量被曝 !

放出はまず希ガス?そ の後ヨウ素、セシウム、ス トロンチウム、プル トニウム :暖味に発表した。

避難範囲の設定の根拠=希 ガスではなくヨウ素濃度。風向 ・風速の無視 :IAEAに は報告。福島

民報の天気図 (3/12,13ナシ、16か ら風向記入)。原子力災害対策特別措置法で対策。放射線障

害防止法は?EU諸 国の拡散推定を見る悲しさ:日本のSpeedyは誰のため?大本営発表と同じ!

濃縮係数 :ヨウ素は甲状腺、セシウムは筋肉、ス トロンチウムは骨、プル トニウムは肺。

【汚染の現状】

フォールアウト汚染 :水 ・草 ・野菜に付着→牛乳のヨウ素、水 ・野菜からのヨウ素 ・セシウム。

海水の汚染 :魚への濃縮、大型魚への濃縮、ス トロンチウム ・プル トニウムが多くなるのでは?

土壌の長期間汚染 :セシウムが中心、ス トロンチウムは少ない?外部被曝のみで20mSvに設定。

汚染区域の設定 :排除区域をどの程度に指定するか?根拠 :セシウムとプル トニウム?(3号 炉

にMOX):チ ェルノブイリジト除地域はセシウム 137で 15Ci/km2=56万ベクレル/m2。/m2と/kg

福島ではどの程度まで汚染しているか?将来の廃棄保管をどうするか?労働者の被曝量は?

被曝線量値の問題 :セシウム (字L製品 ・水)は 200Bq/kg、野菜 ・肉は500Bq/kg→lmSv以 内?

ス トロンチウム ・α放射能の規制?チ ェルノブイリ周辺国 ・規制と比較。IAEA/1CRP批 半J。

【汚染の問題点】

核実験・チェルノブイリ事故・福島事故との比較。フォールアウト核種の相違:ストロンチウムは?

空気 ・水 ・野菜 ・果物 。お茶 ・米 ・キノコ・肉 ・卵 ・魚など。早い段階での除染に失敗した !

風評被害と汚染食品 :基準値以下は 100%安全か?大人よりも子供 ・乳児 ・胎児がより危険。原発

推進してきた国民の責任は?汚染した食べ物を食べる義務があるのか?子供の為に全てに汚染値

表示を !風評被害?基準値以下でも汚染程度を3分類にしては?老人 ・青年 ・子供に差を !!

奇形植物や動物が現れるか?流産・病弱児・字L児死亡率が増加するか?差別問題をどう考えるか?

TMI事故 ・チェルノブイリ事故などから何を学ぶか。足尾 ・水俣などから何を学んだのか?

【今後の問題点】

原子力損害賠償法 :地震と戦争は除外?保険金は僅か 1200億円で、残りは税金で払うことに?

東電に無限責任をかせて、税金で援助する案が浮上 :日本経済への影響は?東京電力は倒産さ

せ、まず株主に全責任を 1株価を0円 に !!国 営化 ?長期にわたり日本経済は大打撃を受ける?

政争の背景 :「東電温存 。原発推進」派と 「批判」派との争い 。・と私は推測。次期首相は誰か?

日本人の健康影響は?福 島でヨウ素剤の投与をしなかったのは良かつたか?20mSvの 危険性は

どの程度か?発ガン以外は?広 島 ・長崎 ・チェルノブイリ・福島 :原爆 ・原発は同じ核。チェル

ノブイリ→ソ連崩壊 !福島→?国民の意識は:早急に原発廃止を !原発なくても電気は足りる !

誰に責任があるのか :企業 ・政府 ・自治体 ・最高裁 ・知識人 ・マスコミ・私も含む国民。子供 ・

妊婦の被曝を少しでも少なくすべき !20mSv/年は 「悪魔の選択」である:lmSvは 実現可能か?

早期 ・除染の必要性。提言書を提出。除染の試み :校庭除染 ・家屋の除染計画 (エントロピー学

会)。ヒマワリ・菜の花プロジェクトなど。学会などの責任は?科学者 ・技術者の責任は重い !!

京大の思想的貧困 :戦争時の京大学派と類似 ?原発問題 :1970年代は 「東大と京大の争い」と言

われた。現在は?学生のボランティア活動は?京大内・原子力村の歴史的検討が必要ではないか。

環境問題では、予防原則/思想を重視すべき。IS026000と環境問題 (RIセンターニュース)。
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す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
よ

う
に
私
に
は
Ｓ
ニ
ネ
ｆ
負
仏
い
の

で
あ
る
。

(注)1978年 、福島原発を含む地域が 「特定観測地域」に指定されました。
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１
号
炉
訴
訟
終
結
か
ら
１７
年

抑　一瀬一
こ一石

一
家領

一

原
発
の
安
全
性
を
め
ぐ
リ

科
学
論
争
を
繰
り
広
げ
た
伊

方
■
号
炉
訴
訟
。

周
辺
住
民

が
国
を
相
手
に
原
子
炉
設
置

許
可
の
是
非
を
問
う
全
国
初

の
行
政
訴
訟
だ

っ
た
。

最
高

裁
で
の
住
民
敗
訴
か
ら
１７

年
。

住
民
が
訴
え
続
け
た
原

発
の
耐
震
安
全
性
に
対
す
る

不
安
は
今
、

現
実
の
も
の
と

な

っ
て
い
る
。

原
告
補
佐
人

と
し
て
地
震
の
危
険
性
を
追

及
し
て
き
た
元
京
都
大
工
学

部
講
師
の
荻
野
晃
也
さ
ん

（６９
）
の
目
に
は
ど
う
映
る
の

か
―
。

（聞
き
手
　
編
集
委
員
・植

木
孝
博
）

―
各
地
の
原
発
で
大
き
な

地
震
が
直
撃
し
て
い
る
。

原

つ
大

の

か

都

ん

博
割
周
謡

原
告
補
佐
人
・一至
泉
都
大
講
師

荻
野
　
晃
也
さ
ん

原
発
の
立
地
審
査
指
針
は

「地
震
は
過
去
と
同
じ
と
こ

ろ
で
同
じ
大
き
さ
で
起
き

る
」
と
い
う
考
え
方
だ

っ
た
。

こ
の
た
め
地
震
の
記
録
が
な

い
空
自
地
域
は
耐
震
強
度
を

緩
く
で
き
る
た
め
原
発
が
立

ち
並
ん
だ
。

伊
方
、

柏
崎
、

若
狭
湾
な
ど
も
み
な
同
じ
。

し
か
し
空
白
地
域
は
こ
れ
か

ら
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が

高
く
、

危
険
な
場
所
だ
。

新

潟
県
中
越
沖
地
震
は
そ
れ
を

証
明
し
た
。

準
備
書
面
や
法

延
で
の
証
言
で
主
張
し
た
こ

と
は
正
し
か

っ
た
。

柏
崎
刈

羽
原
発
の
被
災
は
最
後
の
警

告
だ
と
思
う
。

―
訴
訟
当
時
か
ら
中
央
構

造
線
の
危
険
性
を
指
摘
し
て

い
た
。

活
断
層
が
地
震
を
起
こ
す

と
い
う

「活
断
層
地
震
説
」

は
今
で
は
常
識
だ
が
、

当
時

の
日
本
で
は
欧
米
と
違
っ
て

主
流
で
は
な
く
、

地
震
を
起

こ
す
可
能
性
の
あ
る
活
断
唐

の
チ
ェ
ッ
ク
は
全
く
さ
れ
な

か

っ
た
。

伊
方
原
発
は
中
央

構
造
線
と
い
う
世
界
最
大
の

活
断
層
が
目
の
前
に
あ
る
。

住
民
側
は
海
底
を
徹
底
的
に

調
べ
ろ
と
主
張
し
た
が
、

国

側
は
断
層
を
短
い
も
の
ば
か

り
に
寸
断
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
実
際
は
全
部
つ
な
が

っ
て
い
る
。

そ
の
問
題
を
無

視
し
た
の
は
柏
崎
で
も
同
じ

だ

っ
た
。

―
原
告
、

被
告
双
方
が
科

学
者
を
証
人
に
立
て
て
論
争

を
展
開
し
た
。

科
学
者
の
責

任
と
は
。

科
学
者
は
誰
に
責
任
を
持

た
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
。

お
ぎ
の

。
こ
う
や
　
１
９
４
０
年
富
山

市
生
ま
れ
。

京
都
大
理
学
部
理
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。

京
都
大
工
学
部
助
手
、

講
師
を
経
て
２
０
０
３
年
退
官
。

専
門
は

原
子
核
工
学

。
放
射
線
計
測
。

京
都
唖
宇

治
市
在
住
。

そ
れ
は
国
民
。

し
か
し
有
名

な
大
学
の
教
授
の
多
く
が
国

側
に
ま
わ
っ
た
。

空
自
地
域

に
原
発
を
造
る
の
が
良
い
の

か
悪
い
の
か
。

本
来
は
科
学

で
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
は
ず

な
の
に
、

国
側
を
支
持
す
る

科
学
者
ば
か
り
の
た
め
、

住

民
は
泣
く
泣
く
裁
判
す
る
し

か
な
か

っ
た
。

科
学
者
は
歴

史

（
の
検
証
）
に
耐
え
ら
れ

る
主
張
を
す
べ
き
だ
。

―
そ
号
炉
訴
訟
が
果
た
し

た
役
割
と
は
。

訴
訟
は
国
に
情
報
を
公
開

さ
せ
る
意
味
も
あ

っ
た
。

提

訴
当
時
は
安
全
審
査
の
資
料

さ
え
出
さ
な
か

っ
た
の
だ
か

ら
、

原
子
力
の
分
野
は
公
開

が
か
な
り
進
ん
だ
と
思
う
。

し
か
し
、

そ
れ
で
も
ま
だ
足

り
な
い
。

裁
判
で
も
黒
塗
リ

が
多
く
、

国
は
ズ
事
業
者
の
）

企
業
秘
密

の
た
め
出
せ
な

い
」
と
最
後
の
最
後
ま
で
完

全
な
公
開
は
し
な
か

っ
た
。

も
し
徹
底
し
た
情
報
公
開
を

す
れ
ば
、

国
民
は
原
発
推
進

と
い
う
路
線
は
と
ら
な
い
と

思
う
。

国
民
の
利
害
に
密
接

に
か
か
わ
る
問
題
は
国
民
的

レ
ベ
ル
で

一
つ

一
つ
議
論

し
、

す
べ
て
公
開
し
な
が
ら

国
民
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き
だ

ろ
う
。

i   -  11!!■す,,干■|■京f戸|!子■手F'|,「与i:!を■●イlt河1■t力■ヽ i tll11!「|:]「
F克とネtt tⅢ Ⅲす■4F千Ⅲl■. と■■万=る主」と!喜互r,妥去と″ヽナきを千点

f  l ! 1  1 , 方| ■千= 布子【■ヽ| とギ| テトl t = t t = ユi 百! 4 ヨ■| に, 宇|
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者二の子どとなどか千ゥiに

:「[t ti■  ラ【スリーてイメンア1ラ ちド原チ:どi'宝

!'■ 【,月 与 方1号ヤ称訟ィ
‐
_4高 者力【土訴子拝、景i草読に 上官

原発と地震をめぐる主な動き

新れで想定を上回る

2006年 3月「‐北陛電力志賀2号機運転差し止め訴まで、全沢地裁が耐震性不備を理由に住民側の請求を
認める。同電力が名古屋高教全沢丈ヨ1に控訴~~  9月

,国 が25年ぶりに原発の耐妥設Ft客査指針を本格改定~   10月
| 四 電伊方3号機のプルサーマル計画で県と伊方町が事前了解。ブル トニウム ウ ラン混合

!

自動停止。1-7号 機すべてで想定を超える討れを観測

10月,中 部電力浜岡原発運転差し止め訴談で部厨地裁が国の新旧耐震指針を妥当と認定、住民
側の詰求を菜却

2003年 3月,四 電が伊方原発の耐護安全性再HIr師で基準地震tlJを473ガルから570ガルに引き上げ、
国に報告

2009年 2月L′四電の再評価について県が 「より巌しい想定力!必要Jと して、やり直しを求める

3月し,四電が県の求めを受,すて酎震性を追加評価し、 「影響がないことを雄認した」と発表
志賀2号機訂F訟で名古屋百裁金沢支部が一籍判決を取り消し、住民1町の請求を証却

4月L」,柏崎刈羽原発運転差 し止め訴訟で最高裁が住民側の上告を退ける決定

5月■MOX燃 料が伊方原発に到着

8月r・四電の問震性再評価で、原発歎地前面落域の活llr層の基本的な長さ設定が適当でない
として国が再度の評価を要求

ク|ケ駿河湾地震 (最大展度6輛)。浜岡4、5号終が自動停止。5号機で基準を超える希れを観測
9月,凹 電が 「570ガルの変更は必要ない」として再評価結果を国に提出

伊方原発敷地前面海域の断面イメージ
※四電や保安院の資井‖をもとに作成

襦号‐_  轟
三波![1査成岩類

咋車印乖串印″〃瓢札神岬

現実になった住民主張

海医活断層が定っていることを調査で確認したと発表
2000年12月卜伊方2号炉訴訟判決で_松 山地裁が伊予灘の海底活断層に閃する国の安全審査の判断に

1996年 5月,高 知大学の岡村巣教授が、伊

2001年 3月,i芸 予地震 (最大茂度6弱)。 県的に

2005年 3月i 官 城県沖で地震 (最大震度6弱)。
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３０
合、
施
地
枕
る。
極
以

と

つ

こ

は

場

き

＞

っ

あ

府

ｏ

轟震
畔
る。
腋
助
牧
服
輸
∝
劇
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が
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地
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g_

測は、台風時による過去の記録及 19 7 0～ 7 1年 の 1年 間での測定から、 4 0年 間 に期待 され

る最高波高値を、 4物 としてい るのである19 3 1。
最 も重要 な、地震時に予想 され る津浪 に関 して

は、一切考慮が払われて おらず、 ただ 「伊方町誌等 や地元古老の言によって も被害 を伝 えるも

のは特 にない」と書 かれて いるのみである。耐震設計 の為に想定 した地震力 は、 津浪 の原因 に

もなるはずである。 ここに も、地震 に対 して、 リ アルなもの と考 えず、単 なる設計値を求 める

ことしか念頭 にない ことが うかがわれ るで あろう。伊方 か ら 14輸 の地点 に発生 した 17 4 9

年の地震 (M = 7 . 0 )に よる津浪の記録が伊方町誌や古老の話 しでわかるはずが ないのは明白

であろう。特 に瀬戸 内海沿岸 に人が住むよ うになったのは、 つい最近 のことで しか ないので あ

る。地震 とそれに伴 って発生す る津浪、地すぺ りなどの影響 をも十分に考慮すべ きであ り、原

子力発電所の様な危険性 の大 きな建造物 に対 してこそ、 その様 な総合的な判断が必要 なのであ

る。

※それ以外にも、 1883年 の クラカトア山 (イ ンドネシア )の大噴火による津浪が佐田岬半島先端の三崎港で観

測された事実 もある。

観測lj量化地域

特定観測1地域

田

滋

＼
ヽ

ナ

／
θ」

観測l強化地域

特定観測地域

予知連絡会,1978年 )(地震予知連絡会,1974年 )
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